
155 枯れたいちじくの木の教訓 

ファイル No.152 いちじくの木を呪う、最後の宮清め（神殿の清め、神殿から商人を追い出す） 
 ↓ 
マルコによる福音書 11：19～25、マタイ 21：20～22 
 
19 夕方（月曜日）になると（→直訳：夕が来るたびに）、イエスは弟子たちと都の外に出て行かれた。 
→過越祭の間は、町中は各地から来た巡礼者で混雑していたこともあり、 
多くの人たちが町の外で夜を過ごした。イエスや弟子たちも、身の安全を 
守るため、夜はエルサレムの町の外で過ごした。野営したとも考えられるが、 
ベタニアのマルタとマリアの家に泊まることも多かったと思われる。 
 
20 翌朝（火曜日）早く、一行は（エルサレムへの）通りがかりに、（イエスが呪った） 
あのいちじくの木が根元から

● ●

枯れている（→㊟「根元まで
● ●

枯れている」ではない）のを 
見た。★ 
→ユダヤ人たちは霊的命（霊的状態）が死んでおり、結果、外面も滅びる。 
 
21 そこで、ペトロは思い出してイエスに言った。 
「先生、御覧ください。あなたが呪われたいちじくの木が、枯れています（→ユダヤ人の霊的状態）。」 
→㊟マルコはペトロから情報を得て、「福音書」を書いたと言われています。。 
 
22 そこで、イエスは（ペトロには何も応えず、別のことを）言われた。 
「神

●

を
●

信じなさい
● ● ● ● ●

。 

23 はっきり言っておく。だれでもこの山（→オリーブ山）に向かい、『立ち上がって、海（→死海）に飛

び込め』と言い、（心の中で）少しも疑わず、（ただ、）自分の言うとおりになると信じ（そして、神の御

心と調和してい）るならば、そのとおりになる。 
→マルコによる福音書 14：36 
こう言われた。「アッバ、父よ、あなたは何でもおできになります。この杯をわたしから取りのけてくだ

さい。しかし、わたしが願うことではなく、御心に適うことが行われますように。」 
 
24 だから、（あなたがたに）言っておく。祈り求めるものはすべて既に得られたと信じなさい。そうすれ

ば、そのとおりになる。 
→実際の神からの回答がまだ与えられていなくても、与えられたのと同じと信じる。 
→エフェソの信徒への手紙 3：16～17 
どうか、御父が、その豊かな栄光に従い、その霊により、力をもってあなたがたの内なる人を強めて、 
信仰によってあなたがたの心の内にキリストを住まわせ、あなたがたを愛に根ざし、愛にしっかりと立

つ者としてくださるように。 
→ヨハネによる福音書 15：7 
あなたがたがわたしにつながっており、わたしの言葉があなたがたの内にいつもあるならば、望むもの

を何でも願いなさい。そうすればかなえられる。 
 
25 また、立って祈るとき、だれかに対して何か恨みに思うことがあれば、赦してあげなさい。そうすれ

ば、あなたがたの天の父も、あなたがたの過ちを赦してくださる。」 
→神殿や会堂で礼拝するとき、立って手を上げて祈るのが慣例であった。跪

ひざまず

いて祈るのは、後代になっ

てからである。 
→人が神に背き、神の命令に従わないときに、罪と見なされる。罪の赦しは、罪を悔いる人を神が赦すこ

とである（マタイ 6：14、15）。神を信じる者は、自分が赦された者であることを知っている。赦しは、



信仰と恵みによって与えられている。それゆえ、信者には、自分に罪を犯した者を赦すことが期待されて

いる。「もし、あなたが（隣人を）赦さないならば、あなたがたの天の父も、あなたの過ちをお赦しにな

らない」、そして、隣人を赦さない者は、日々の生活の中で神の祝福を受けることができないのである。 
→マタイによる福音書 18：22 
イエスは言われた。「あなたに言っておく。七回どころか七の七十倍までも赦しなさい。 
→ルカによる福音書 6：37 
人を裁くな。そうすれば、あなたがたも裁かれることがない。人を罪人だと決めるな。そうすれば、あな

たがたも罪人だと決められることがない。赦しなさい。そうすれば、あなたがたも赦される。 
 
【参考】 新約聖書にある「赦して」 

 

【参考】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖書から見た過越祭と除酵祭、そしてイエス・キリストの磔刑

ニサンの月

第一の月の十四日の夕暮れが主の過越である。同じ月の十五日は主の除酵祭である。（レビ記23：5～8） ㊟聖書記述通りの図表示

夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼

10日：小羊を一匹用意する（出エジプト12：3） 　　●14日夕暮れ：小羊を屠り、その血を二本の柱と鴨居に塗る（出エジプト12：6～7）

緑：過越祭→ 夜 昼 夜 昼 夜 昼

最後の晩餐→ ●　除酵祭の第一日、過越の小羊を屠る日（マタイ26：17、マルコ14：12、ルカ22：7、8）

キリストの磔刑→● キリスト復活→ ●

夜 昼 夜 昼 夜 昼 ←緑：過越祭

最後の晩餐→ ●　過越祭の前（ヨハネ13：1）

キリストの磔刑→● 過越の準備の日（ヨハネ19：14）

キリスト復活→ ●

15日夜：小羊の肉を火で焼き食べる（出エジプト12：8）
過越祭：主の過越し（出エジプト12：11、12）

マタイによる福音書
マルコによる福音書
ルカによる福音書

二十一日十日 十一日 十二日 十三日 十四日 十五日 十六日 十七日 十八日 十九日 二十日

ヨハネによる福音書

十四日夕方
▼

71 2 3 4 5 6

除酵祭：七日の間（十四日夕方から二十一日の夕方まで）
　　　　　 酵母を入れないパンを食べる（出エジプト12：15、12：18）

日

金 土（安息日） 日

金 土（安息日）

記述が異なる

バビロン捕囚前の暦

公式のユダヤ暦

↑ 
ニサンの月の十日（日曜日）勝利の入城 


